
43 現在の起点としてのルネサンス

現
在
の
起
点
と
し
て
の
ル
ネ
サ
ン
ス

︱
明
治
末
年
の
田
中
王
堂
の
検
討
を
通
し
て
︱

山
　
田
　
大
　
生

は
じ
め
に

　
「
近
代
」
と
い
う
言
葉
が
最
初
に
流
行
を
見
せ
た
の
は
一
九
一
〇
年
前
後
で

あ
り
、
文
学
者
の
間
で
流
行
し
た（

（
（

。
こ
の
時
期
の
雑
誌
『
新
潮
』
で
は
過
去

数
年
間
に
文
壇
を
左
右
し
た
も
の
を
「
近
代
思
想
」
と
み
な
し
、
特
集
が
組
ま

れ
た（

（
（

。
雑
誌
『
文
章
世
界
』
で
も
「
現
代
の
文
芸
」
を
理
解
す
る
た
め
に
「
近

代
人
」
と
は
何
か
が
特
集
と
し
て
組
ま
れ
た（

（
（

。
こ
こ
で
の
「
近
代
」
は
歴
史

上
の
区
分
と
は
異
な
り
一
九
世
紀
以
降
を
さ
す（

（
（

。
当
時
に
あ
っ
て
の
現
在
に

直
接
影
響
す
る
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
「
近
代
」
は
近
頃
を
意
味
す
る

モ
ダ
ン
の
訳
語
で
あ
り
、
現
在
を
形
作
る
思
想
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。

本
稿
で
は
明
治
末
年
に
議
論
さ
れ
た
「
近
代
」
が
当
時
に
直
接
影
響
を
与
え

た
時
代
的
特
徴
で
も
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
す
る
。
明
治
末
年
の
人
々
に
と
っ
て

の
現
在
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
上
の
「
近
代
」
が
議
論
さ

れ
た
の
で
あ
る
。「
近
代
」
に
関
す
る
先
行
研
究
で
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
き
た

の
は
、
文
学
者
た
ち
が
一
九
〇
〇
年
代
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
へ
の
反
動
的

な
言
説
に
影
響
を
受
け
た
こ
と
で
、
近
代
文
明
に
否
定
的
な
言
説
を
発
し
た
こ

と
に
あ
る（

（
（

。
同
様
に
「
近
代
」
に
反
す
る
言
説
は
第
一
次
世
界
大
戦
に
お
け

る
物
質
文
明
批
判（

（
（

、
戦
時
中
の
「
近
代
の
超
克
」
に
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
二
〇
世
紀
以
降
の
「
近
代
」
は
克
服
す
る
も
の
と
し
て
み
な
さ
れ
る
傾

向
に
あ
っ
た
。
こ
の
意
味
で
、
本
稿
は
否
定
的
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
現
在

を
文
明
史
的
に
捉
え
直
す
と
い
う
積
極
的
な
意
義
を
見
出
す
試
み
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
明
治
末
年
に
文
学
者
の
間
で
文
明
史
上
の
「
近
代
」
が
盛

ん
に
議
論
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
に
は
日
露
戦
後
の
一
等
国
意
識
が
関
わ
る
だ
ろ

う
。
日
露
戦
勝
に
見
合
う
文
学
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
自
然
主
義
文
学
が
登
場

し
た（

（
（

。
そ
の
理
論
的
な
指
導
者
で
あ
る
島
村
抱
月
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
芸
史
潮

を
踏
ま
え
て
「
新
自
然
主
義
」
を
主
張
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
自
然
主
義
文

学
者
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
歴
史
的
な
動
向
を
意
識
す
る
な
ら
ば
、
自
然
主
義
文
学

の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
動
向
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
と
言
え
よ
う
。
こ
う
し
て
、
文
明
史
上
の
「
近
代
」
に
も
考
察
が
及
ん
だ
の

で
あ
る
。
そ
し
て
、
自
然
主
義
文
学
の
流
行
に
対
す
る
反
動
も
、
当
時
の
日
本

〈
論
説
〉
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が
ど
の
よ
う
に
文
明
史
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
の
試
金
石
と
な
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

本
稿
で
は
上
記
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
自
然
主
義
文
学
と
そ
の
反

動
に
よ
っ
て
生
じ
た
儒
教
再
興
の
議
論
を
踏
ま
え
て
、
当
時
を
形
作
る
も
の
で

あ
る
「
近
世
文
明
」
の
検
討
を
行
っ
た
田
中
王
堂
の
文
明
史
論
を
検
討
す
る
。

田
中
王
堂
（
一
八
六
七
︱
一
九
三
二
）
は
英
米
哲
学
を
専
門
と
す
る
文
明
評
論

家
で
あ
る
。
彼
は
明
治
末
年
に
夏
目
漱
石
と
重
な
る
よ
う
な
上
滑
り
の
近
代
化

批
判
を
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（
（

。
と
い
う
の
も
田
中
は
、
当
時
の
日
本
社

会
を
「
演
繹
的
」
か
ら
「
帰
納
的
」
な
性
質
に
移
行
さ
せ
る
必
要
を
説
い
た
か

ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
田
中
が
「
帰
納
的
」
な
社
会
の
起
点
と
し
た
の
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
に
突
入
し
た
「
近
世
文
明
」
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
、
王
堂
研
究
に
お
い
て
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
が
重
視
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は

十
分
な
議
論
や
説
明
が
見
当
た
ら
な
い
。
田
中
は
近
代
化
を
進
め
た
啓
蒙
思
想

家
と
し
て
の
側
面
に
注
目
が
及
ん
だ（

（
（

。
そ
の
た
め
、
時
代
状
況
へ
の
考
察
に

向
か
い
づ
ら
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
田
中
が
自
然
主
義
文
学
を
め
ぐ
る
議
論
や
そ
れ
に
派
生

す
る
儒
教
復
興
論
へ
の
対
応
を
通
し
て
文
明
史
の
考
察
に
及
ん
だ
こ
と
を
検
討

す
る
。
こ
の
作
業
を
通
し
て
、
田
中
が
現
在
の
起
点
を
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
か
ら

ル
ネ
サ
ン
ス
に
ま
で
遡
及
さ
せ
た
こ
と
で
、
現
在
の
起
点
を
ル
ネ
サ
ン
ス
と
み

な
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
な
お
、
本
稿
の
自
然
主
義
文
学
は
後
期
に
限

定
す
る
。第

一
節
　
自
然
主
義
文
学
と
文
明
史
上
の
問
題

　

自
然
主
義
文
学
が
流
行
す
る
前
、
田
中
は
現
在
を
一
七
、八
世
紀
の
延
長
と

み
な
し
た
上
で
、学
者
の
観
察
か
ら「
近
世
社
会
」の
不
理
解
を
指
摘
す
る
。「
学

者
の
本
領
を
論
ず
」（
一
九
〇
四
年
四
月
）
で
、
田
中
は
学
者
に
必
要
と
さ
れ

る
「
討
議
の
精
神
、
協
同
の
意
思
」
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
現
代
を

分
離
の
時
代
と
し
、
矛
盾
の
時
代
」
と
み
な
す（

（1
（

。
こ
こ
で
の
「
現
代
」
と
は

過
去
二
三
世
紀
間
に
お
い
て
発
展
し
て
き
た
社
会
を
さ
す（

（（
（

。
そ
し
て
、「
討
議

の
精
神
、
協
同
の
意
思
」
と
は
バ
ジ
ョ
ッ
ト
（W

alter Bagehot

）
の
『
自

然
科
学
と
政
治
学
』
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
田
中
は
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
の

「
近
世
社
会
」
が
「
討
議
の
精
神
」
を
至
大
至
剛
の
勢
力
を
有
す
る
と
認
め
る
。

た
だ
し
、
そ
の
精
神
は
事
実
と
し
て
で
は
な
く
、
理
想
や
前
提
と
し
て
有
力
な

も
の
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
か
つ
て
田
中
は
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
後
、
ペ

リ
ー
来
航
に
よ
っ
て
日
本
が「
静
的
即
ち
演
繹
的
た
り
し
我
が
社
会
」か
ら「
動

的
即
ち
帰
納
的
な
る
社
会
」
に
な
っ
た
と
み
な
し
て
い
た（

（1
（

。
こ
の
点
を
踏
ま

え
る
と
、田
中
の
学
者
批
判
は
彼
ら
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
成
立
し
た
「
近
世
社
会
」

の
趨
勢
を
理
解
で
き
な
い
点
に
向
け
ら
れ
た
。

　

自
然
主
義
文
学
が
流
行
し
た
時
に
田
中
は
芸
術
評
論
に
踏
み
込
む
。
そ
の
要

因
に
は
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
論
争
の
際
に
、
桑
木
厳
翼
か
ら
指
摘
さ
れ
た
言
及

も
関
わ
る（

（1
（

。
つ
ま
り
、
文
学
や
美
術
の
意
義
を
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
で
は
十

分
に
説
明
で
き
る
か
、
と
い
う
桑
木
の
問
い
で
あ
る
。
そ
の
応
答
と
し
て
田
中

は
『
哲
学
雑
誌
』（
一
九
〇
八
年
一
月
）
に
「
象
徴
主
義
の
心
理
、
論
理
、
及

び
倫
理
」
を
寄
せ
た
。
こ
の
時
、
田
中
は
当
時
の
文
芸
の
問
題
点
を
小
説
の
不

振
に
求
め
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
「
我
が
赫
々
た
る
国
運
を
伴
っ
て
」
い
な
い

点
を
挙
げ
る（

（1
（

。
と
い
う
の
も
、
田
中
に
と
っ
て
小
説
は
「
近
世
文
明
」
に
あ

た
る
「
自
己
の
存
在
の
権
威
を
自
覚
」
し
、「
外
界
を
征
服
す
る
実
力
を
得
た
」

過
去
二
世
紀
間
の
社
会
精
神
を
伴
っ
て
発
展
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。
ヨ
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ー
ロ
ッ
パ
で
は
エ
リ
オ
ッ
ト
の
『
ロ
モ
ラ
』、ユ
ー
ゴ
ー
の
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』、

ゲ
ー
テ
の
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
業
時
代
』
な
ど
優
れ
た
作
品

が
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
に
は
そ
れ
ら
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
作
品
が
少

数
し
か
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
田
中
は
当
時
の
小
説
批
判
の
基

準
と
し
て
「
近
世
」
を
意
識
し
て
い
た
。

　

田
中
の
小
説
批
判
は
当
時
、
流
行
し
て
い
た
自
然
主
義
文
学
に
向
か
う
。
中

で
も
田
中
が
意
識
し
た
の
が
そ
の
理
論
的
指
導
者
で
あ
り
、
田
中
自
身
が
「
好

敵
手
」
と
み
な
し
た
島
村
抱
月
で
あ
ろ
う
。
日
露
戦
後
の
田
中
と
島
村
の
関
係

に
つ
い
て
み
る
と
、
島
村
抱
月
が
洋
行
か
ら
帰
国
し
、
早
稲
田
に
復
帰
し
た

一
九
〇
五
年
九
月
は
田
中
が
早
稲
田
に
講
師
と
し
て
復
帰
し
た
時
期
と
重
な
っ

て
い
た（

（1
（

。
田
中
は
自
然
主
義
文
学
批
判
を
展
開
し
た
「
我
国
に
於
け
る
自
然

主
義
を
論
ず
」（
一
九
〇
八
年
八
月
）
で
、
今
で
も
は
っ
き
り
と
想
起
す
る
こ

と
と
し
て
、
島
村
が
「
囚
は
れ
た
る
文
芸
」
を
発
表
し
た
こ
と
を
挙
げ
る（

（1
（

。

こ
れ
は
第
二
次
『
早
稲
田
文
学
』
の
創
刊
号
（
一
九
〇
六
年
一
月
）
に
島
村
が

寄
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
田
中
は
こ
の
論
文
を
自
然
主
義
文
学
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
と
受
け
止
め
た
。
島
村
の
立
場
を
田
中
は
「
近
世
の
文
芸
を
囚
は
れ
た
る
文

芸
で
あ
る
と
い
つ
た
の
は
事
実
で
あ
る
」
と
し
、
自
然
主
義
文
学
を
「
囚
は
れ

た
文
芸
」
と
み
る
の
か
、「
放
た
れ
た
る
文
芸
」
と
み
る
の
か
を
紙
面
上
で
島

村
に
問
う
た
こ
と
が
あ
っ
た（

（1
（

。
こ
の
よ
う
に
、
田
中
は
自
然
主
義
文
学
を
文

明
史
上
の
問
題
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
よ
う
。

　

田
中
が
文
明
史
上
の
現
在
の
特
徴
を
め
ぐ
っ
て
批
判
し
た
論
者
に
は
生
田
長

江
が
い
る
。
田
中
は
生
田
の
時
代
認
識
を
批
判
し
、
そ
れ
を
通
し
て
現
在
の
特

徴
を
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
か
ら
捉
え
た
。
田
中
は
生
田
が
雑
誌
『
趣
味
』
に

一
九
〇
八
年
の
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
発
表
し
た
「
自
然
主
義
論
」
を
批
判

対
象
と
す
る
。
こ
の
中
で
生
田
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
自
然
主
義
を
「
究
竟
近
代
主

義
、
輓
近
派
の
義
」
と
し
、
一
九
世
紀
中
葉
以
降
フ
ラ
ン
ス
中
心
の
大
陸
文
芸

の
一
般
思
潮
と
み
な
し
た（

（1
（

。
そ
の
上
で
、
自
然
主
義
を
「
現
代
文
明
の
根
本

精
神
」
と
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
た
。
つ
ま
り
、
生
田
に
と
っ

て
、自
然
主
義
と
は
現
在
と
密
接
に
関
わ
り
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
、

生
田
が
「
現
代
文
明
の
根
本
精
神
」
と
密
接
な
交
渉
を
持
つ
と
し
た
の
は
、「
近

代
、
特
に
十
九
世
紀
以
降
の
文
明
」
を
構
成
す
る
三
要
素
で
あ
る
。
こ
の
三
要

素
は
現
今
の
社
会
を
構
成
す
る
根
本
要
素
で
あ
り
、「
実
理
的
精
神

（Positivistic Spirit

）」「
自
由
主
義
（Liberalism

）」「
個
人
主
義
」
の
三
つ

を
さ
す
。

　

田
中
の
批
判
の
論
点
は
生
田
が
挙
げ
た
「
近
代
社
会
の
三
特
徴
」
と
「
近
代

社
会
」
に
お
け
る
文
明
史
上
の
自
然
主
義
の
位
置
づ
け
の
二
点
に
あ
っ
た（

11
（

。

田
中
は
生
田
の
指
摘
す
る
三
特
徴
を
「
破
壊
の
時
代
」
の
も
の
で
あ
り
、
現
在

の
「
近
代
社
会
」
は
別
の
段
階
に
入
っ
た
と
み
な
す（

1（
（

。

今
日
は
破
壊
の
時
代
に
非
ず
し
て
改
造
の
時
代
で
あ
る
。
破
壊
時
代
の
精

神
は
少
し
く
現
時
の
要
求
に
合
は
な
い
過
去
の
文
明
や
、
制
度
は
悉
く
破

棄
し
よ
う
と
す
る
処
に
あ
る
の
で
あ
つ
て
、
改
造
時
代
の
精
神
は
現
時
の

要
求
に
合
は
な
い
も
の
で
も
成
る
だ
け
其
れ
を
改
造
し
て
、
過
去
の
文
明

と
制
度
と
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
精
神
で
あ
る
。

「
破
壊
の
時
代
」
は
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
の
前
半
で
あ
り
、「
改
造
の
時
代
」

は
一
九
世
紀
の
後
半
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
田
中
が
境
目

と
し
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
で
あ
っ
た（

11
（

。
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た
だ
し
、
田
中
は
生
田
が
挙
げ
た
三
つ
の
特
徴
を
完
全
に
否
定
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い（

11
（

。
あ
く
ま
で
も
根
本
的
な
要
素
と
し
て
何
が
適
切
か
を
語
る
上

で
、
生
田
の
主
張
を
不
十
分
と
み
な
し
た
。
田
中
が
現
在
の
根
本
的
な
特
徴
と

す
る
三
つ
の
特
徴
は
、「
法
律
を
擁
護
す
る
準
法
主
義
、
道
徳
を
尊
敬
す
る
協

同
主
義
、
統
一
を
助
長
す
る
理
想
主
義
」
で
あ
る
。
田
中
は
そ
れ
ら
の
特
徴
を

生
田
が
挙
げ
た
も
の
に
対
比
さ
せ
る
形
で
批
判
す
る
。「
否
定
と
反
抗
と
の
み
」

の
「
自
由
主
義
」
で
は
な
く
て
、
過
去
の
制
度
や
習
慣
を
改
造
す
る
立
場
で
あ

る
「
準
法
主
義
」
の
立
場
を
と
る
。「
個
人
主
義
」
は
一
八
世
紀
に
「
個
人
が

始
め
て
自
己
の
価
値
を
意
識
し
た
時
」
に
役
に
立
た
な
く
な
っ
た
制
度
や
習
慣

を
破
壊
す
る
こ
と
は
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、「
真
の
自
己
を
発
揚
し
、発
展
す
る
」

た
め
の
方
法
は
「
自
己
と
共
に
一
つ
の
道
徳
体
系
を
形
づ
く
る
他
人
と
利
害
」

を
一
つ
に
し
て
、
喜
び
や
悲
し
み
を
分
か
ち
合
う
こ
と
を
自
覚
し
て
き
た
。
つ

ま
り
、
現
在
は
「
個
人
主
義
」
か
ら
「
協
同
主
義
」
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
最

後
に
田
中
は
「
実
理
的
精
神
」
に
つ
い
て
生
田
が
科
学
万
能
と
経
験
的
事
実
を

重
視
す
る
立
場
を
混
同
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。
経
験
的
事
実
に
は
科
学
以
外

に
哲
学
や
芸
術
の
分
野
に
お
け
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。
従
っ
て
、
生
活
上
の
あ

ら
ゆ
る
経
験
的
事
実
を
重
視
す
る
た
め
に
は
、
科
学
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
が
故
に
科
学
万
能
で
は
限
界
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
上
記
の
論
証
を

も
っ
て
田
中
は
生
田
の
言
説
は
現
在
の
特
徴
に
は
合
わ
な
い
も
の
と
し
て
退
け

た
。
つ
ま
り
、
生
田
が
「
現
代
文
明
の
根
本
精
神
」
と
み
な
し
た
も
の
を
フ
ラ

ン
ス
革
命
よ
り
前
の
「
破
壊
の
時
代
」
の
特
徴
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

は
田
中
が
生
田
批
判
の
二
点
目
に
挙
げ
た
「
近
代
社
会
」
に
お
け
る
自
然
主
義

の
位
置
づ
け
に
対
す
る
批
判
と
な
っ
た
。

　

以
上
で
重
要
な
の
は
田
中
が
現
在
を
一
九
世
紀
後
半
以
降
と
み
な
し
た
こ
と

に
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
に
社
会
が
再
建
さ
れ
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ

る
。
な
お
、
田
中
が
現
在
を
過
去
数
世
紀
か
ら
発
見
し
て
き
た
と
み
な
し
た
こ

と
は
、
現
在
を
説
明
す
る
上
で
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
用
意
し
た
時
期
も
含
ま
れ
る

こ
と
を
意
味
す
る
と
言
え
よ
う
。

第
二
節
　「
儒
教
復
興
論
」
へ
の
批
判

　

自
然
主
義
文
学
の
反
動
と
し
て
生
じ
た
の
が
儒
教
再
興
の
議
論
で
あ
っ
た
。

田
中
は
自
然
主
義
文
学
と
関
連
さ
せ
て
こ
れ
を
文
明
史
上
の
問
題
と
み
な
す
。

田
中
は
一
九
〇
八
年
を
振
り
返
る
中
で
自
然
主
義
文
学
者
が
「
過
去
の
習
慣
や

道
徳
を
打
破
し
や
う
と
」
し
、「
儒
教
復
興
論
」
の
主
張
者
が
「
過
去
の
道
徳

を
復
活
せ
ん
」
と
し
た
こ
と
に
問
題
を
見
出
す（

11
（

。
と
い
う
の
も
、
過
去
に
生

じ
た
も
の
に
対
す
る
正
反
対
の
主
張
が
同
時
に
な
さ
れ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ

の
矛
盾
に
適
切
な
評
価
や
批
判
を
行
う
思
想
家
や
政
治
家
の
不
在
を
問
題
視
し

た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
田
中
は
自
然
主
義
文
学
者
が
過
去
と
「
絶
縁
し
や
う

と
煩
悶
」
す
る
原
因
を
「
現
代
の
活
動
や
理
想
」
の
不
理
解
に
求
め
る
だ
け
で

な
く
、
儒
教
再
興
の
主
張
に
対
し
て
は
自
然
主
義
文
学
者
よ
り
も
「
一
層
甚
だ

し
」
い
不
理
解
が
あ
る
と
す
る
。

　

儒
教
再
興
の
議
論
は
自
然
主
義
文
学
が
道
徳
的
な
問
題
を
含
ん
だ
こ
と
が
原

因
の
一
端
に
あ
る（

11
（

。
つ
ま
り
、
自
然
主
義
文
学
流
行
の
反
動
と
し
て
生
じ
た

の
が
儒
教
再
興
の
議
論
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
小
説
は
一
九
〇
〇
年
代
に
お
い
て

教
育
家
か
ら
学
生
の
風
紀
を
乱
す
も
の
と
み
な
さ
れ
て
い
た（

11
（

。
一
九
〇
七
年

に
な
る
と
自
然
主
義
文
学
も
批
判
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
〇
八
年
に
な
る

と
儒
教
再
興
の
議
論
を
呼
び
起
こ
し
た
。
儒
教
再
興
の
議
論
が
主
張
さ
れ
た
場

は
田
中
が
所
属
す
る
丁
酉
倫
理
会
や
哲
学
会
で
あ
っ
た（

11
（

。
こ
の
議
論
を
『
哲
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学
雑
誌
』
編
集
委
員
の
大
島
正
徳
は
、
一
九
〇
八
年
に
起
き
た
誰
も
が
思
い
つ

く
出
来
事
の
一
つ
と
し
て
記
憶
し
て
い
る（

11
（

。
大
島
の
回
想
に
沿
っ
て
儒
教
再

興
の
議
論
を
見
よ
う
。
有
賀
長
雄
が
一
九
〇
八
年
四
月
の
哲
学
会
講
演
「
日
本

国
民
の
精
神
上
の
疑
問
」
の
中
で
「
世
に
初
め
て
提
起
」
し
た
問
題
で
あ
る
。

そ
の
後
、
同
年
七
月
に
横
井
時
雄
が
丁
酉
倫
理
会
の
研
究
会
講
演
「
我
国
徳
育

の
前
途
」
の
中
で
言
及
し
「
更
に
積
極
的
の
提
案
と
な
」
っ
た
。
こ
の
横
井
の

講
演
に
対
す
る
哲
学
会
会
員
（
井
上
哲
次
郎
・
三
宅
雪
嶺
ら
）
の
批
評
が
講
演

と
共
に
『
哲
学
雑
誌
』
紙
面
上
に
掲
載
さ
れ
た
た
め
、「
大
に
世
人
の
注
目
を

促
す
様
に
な
」
る
。
そ
し
て
、
同
年
哲
学
会
秋
季
大
会
で
の
井
上
哲
次
郎
の
講

演
「
儒
教
の
長
所
短
所
」
に
よ
っ
て
「
理
論
的
批
評
最
後
の
審
判
が
与
へ
」
ら

れ
た
と
さ
れ
る（

11
（

。

　

哲
学
会
や
丁
酉
倫
理
会
で
共
有
さ
れ
た
課
題
は
現
状
に
応
じ
た
儒
教
の
採
用

に
あ
っ
た
。
有
賀
長
雄
は
一
九
〇
八
年
四
月
の
哲
学
会
で
国
家
及
び
皇
室
の
立

場
か
ら
善
悪
を
判
断
す
る
今
日
の
倫
理
主
義
だ
け
で
は
立
憲
政
体
な
ど
と
の
間

に
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
を
指
摘
す
る（

11
（

。
そ
こ
で
、
道
徳
に
お
い
て
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う
に
、
国
家
と
は
別
の
権
威
に
儒
教
を
据
え

る
こ
と
を
主
張
す
る
。
そ
の
年
の
七
月
、
丁
酉
倫
理
会
で
横
井
時
雄
は
教
育
勅

語
だ
け
で
は
道
徳
を
養
う
こ
と
が
不
十
分
な
の
で
儒
教
の
「
古
典
を
普
及
し
其

心
術
の
教
を
奨
励
」
す
る
こ
と
を
主
張
す
る（

1（
（

。
そ
の
際
に
、
横
井
は
現
在
の

哲
学
や
科
学
的
基
礎
に
儒
教
を
適
応
さ
せ
る
必
要
を
説
き
、
儒
教
の
古
典
復
活

と
そ
の
実
際
的
な
方
法
を
周
囲
に
問
い
か
け
た
。
こ
の
横
井
の
講
演
に
対
す
る

研
究
会
の
反
応
は
、『
哲
学
雑
誌
』
編
集
委
員
に
よ
る
と
積
極
的
に
異
議
を
唱

え
る
論
者
は
い
な
か
っ
た
と
さ
れ
る（

11
（

。
例
え
ば
井
上
哲
次
郎
は
儒
教
の
古
典

復
活
に
大
い
に
賛
成
す
る
。
た
だ
し
、
そ
の
実
現
方
法
に
つ
い
て
は
条
件
を
付

す
。
儒
教
が
科
学
思
想
や
権
利
の
思
想
な
ど
の
よ
う
な
西
洋
由
来
の
思
想
と
い

か
に
調
和
す
る
の
か
が
問
題
と
な
る
と
主
張
し
た（

11
（

。
ま
た
、
井
上
は
同
年
の

哲
学
会
秋
季
大
会
に
お
い
て
も
同
様
の
趣
旨
を
述
べ
た（

11
（

。
井
上
は
儒
教
が
迷

信
の
あ
る
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
）
に
比
べ
て
、「
近
世
的
」
で
「
世
間

的
の
道
徳
」
に
よ
っ
て
人
格
を
修
養
し
て
行
く
点
を
評
価
し
た
の
で
あ
る
。
な

お
、
反
対
意
見
を
述
べ
た
論
者
に
は
元
良
勇
次
郎
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
賛
成
論

者
の
懸
念
の
域
を
出
な
い
。
元
良
は
儒
教
の
長
所
は
国
家
社
会
上
の
み
で
、「
自

然
界
を
説
明
す
る
科
学
や
、
精
神
の
状
態
を
分
析
し
た
心
理
学
に
就
て
は
殆
ん

ど
論
じ
て
な
い
」
と
す
る
よ
う
に
、
現
代
の
学
問
状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ
た
上

で
し
か
、
儒
教
復
活
は
成
功
し
な
い
と
主
張
し
た（

11
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、
儒
教
再
興
に
つ
い
て
は
条
件
を
つ
け
な
が
ら
も
賛
成
の
論
調

が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る（

11
（

。
儒
教
は
井
上
哲
次
郎
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

迷
信
を
含
ま
な
い
世
間
的
な
特
徴
を
持
つ
か
ら
こ
そ
比
較
的
に
適
切
と
判
断
さ

れ
た
。
そ
れ
故
に
、
論
者
た
ち
は
儒
教
復
活
に
は
賛
意
を
示
し
た
が
、
儒
教
を

実
際
に
扱
う
に
あ
た
っ
て
は
現
在
の
学
問
状
況
に
適
応
で
き
る
の
か
と
い
う
問

題
に
関
し
て
さ
ら
な
る
議
論
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
右
記
の
例
会
や
研
究

会
に
田
中
も
部
分
的
に
参
加
し
て
い
た
。
前
述
の
諸
講
演
の
参
加
記
録
に
つ
い

て
触
れ
る（

11
（

。
有
賀
が
哲
学
会
講
演
を
行
っ
た
時
、
田
中
は
丁
酉
倫
理
会
で
講

演
「
宗
教
の
本
質
を
論
じ
て
、
其
の
将
来
の
運
命
に
及
ぶ
」
を
行
っ
て
い
た
た

め
、
直
接
講
演
を
聞
い
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る（

11
（

。
た
だ
し
、
当
日
の
講
演

の
後
に
哲
学
会
と
丁
酉
倫
理
会
合
同
で
晩
餐
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ

の
晩
餐
会
で
有
賀
の
講
演
内
容
は
伝
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。
そ
の
後
の
横
井
の

講
演
「
我
国
徳
育
の
前
途
」
に
も
田
中
は
参
加
し
た
。

　

な
お
、
横
井
講
演
の
質
疑
の
場
で
田
中
は
「
社
会
進
運
の
機
能
的
説
明
」
の
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上
で
「
国
民
性
の
意
義
」
と
限
定
を
付
し
な
が
ら
も
「
儒
教
の
維
持
開
拓
の
要
」

を
説
い
て
横
井
に
賛
成
を
示
し
て
い
る（

11
（

。
と
こ
ろ
が
、
本
文
で
示
す
通
り
明

白
に
儒
教
批
判
を
展
開
す
る
。
こ
れ
は
従
来
か
ら
田
中
が
、
儒
教
を
「
服
従
主

義
」
と
み
な
し
否
定
的
な
見
解
を
持
っ
て
い
た
こ
と（

11
（

。
ま
た
次
に
示
す
よ
う

な
明
白
な
儒
教
批
判
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
横
井
講
演
時
の
儒
教
に
対
す
る
反

応
は
保
留
に
と
ど
ま
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

田
中
は
一
連
の
儒
教
再
興
の
講
義
を
踏
ま
え
、
儒
教
に
対
し
て
明
白
な
批
判

を
展
開
す
る
。
こ
の
批
判
は
前
述
の
大
局
的
な
観
点
を
必
要
と
す
る
論
考
「
具

体
理
想
主
義
は
如
何
に
現
代
の
道
徳
を
理
解
す
る
か
」（
一
九
〇
九
年
一
月
）

の
中
で
展
開
さ
れ
た（

1（
（

。

儒
教
が
何
故
に
今
日
そ
の
勢
力
を
失
つ
た
か
。
言
ふ
迄
も
な
く
、
最
早
儒

教
に
て
は
指
導
す
る
こ
と
も
統
一
す
る
こ
と
も
出
来
ぬ
迄
に
、
社
会
の
状

態
が
変
わ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
れ
ば
儒
教
が
葬
ら
れ
た
の
は
、
い
は
ば

そ
の
職
分
を
尽
し
天
命
を
全
う
し
た
結
果
で
あ
る
。
一
旦
死
ん
だ
者
の
形

骸
を
墳
墓
よ
り
発
掘
し
た
処
で
、
何
の
功
能
も
無
い
で
は
な
い
か
。

か
と
い
っ
て
田
中
は
儒
教
が
全
く
無
意
味
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
過
去
の
国
民

性
を
涵
養
し
た
こ
と
に
意
義
を
認
め
る
。
つ
ま
り
、
儒
教
に
は
時
代
に
制
限
さ

れ
な
い
普
遍
的
な
教
訓
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
普
遍
的
な
教
訓
は
あ
ら
ゆ

る
道
徳
体
系
に
備
わ
る
も
の
で
、
代
替
可
能
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

日
本
の
国
民
性
は
過
去
に
於
て
儒
教
に
依
り
養
成
さ
れ
た
こ
と
が
多
大
で

あ
つ
た
と
し
て
も
、
現
代
に
於
け
る
世
界
の
大
勢
よ
り
来
た
る
刺
激
が
、

儒
教
の
教
訓
以
外
の
又
は
以
上
の
生
活
方
法
を
吾
人
に
強
ふ
る
な
ら
ば
、

吾
人
は
吾
人
の
生
活
の
支
持
と
発
展
と
の
為
め
に
、
儒
教
の
教
訓
を
捨
て

て
、
新
し
き
刺
激
を
統
一
す
る
方
法
を
取
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

以
上
か
ら
、
田
中
の
儒
教
批
判
は
代
替
可
能
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、「
世
界
の

大
勢
」
か
ら
の
標
準
を
鑑
み
た
場
合
も
社
会
に
適
さ
な
い
と
い
う
論
理
か
ら
来

た
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
へ
の
適
応
を
説
く
立
場
と
い
う
点
で
は
田
中
と
丁
酉
倫

理
会
及
び
哲
学
会
で
の
議
論
は
重
な
る
も
の
が
あ
る
。
現
在
の
社
会
に
適
さ
な

い
と
い
う
田
中
の
儒
教
批
判
は
、
儒
教
再
興
の
主
張
者
に
対
す
る
正
当
な
批
判

に
は
な
り
え
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
田
中
は
次
節
で
論
じ
る
よ
う
に
儒
教
批

判
を
説
得
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
「
世
界
の
大
勢
」
に
依
拠
し
つ
つ
、

同
時
に
儒
教
批
判
に
も
成
り
得
る
理
論
体
系
の
提
示
を
行
う
。

第
三
節
　
文
明
史
の
体
系
化

　

田
中
は
大
局
的
な
観
点
か
ら
文
明
史
を
提
示
す
る
こ
と
で
、
儒
教
再
興
の
議

論
を
批
判
す
る
。
雑
誌
『
新
小
説
』
に
は
田
中
の
談
話
「
近
世
文
壇
に
於
け
る

評
論
の
価
値
」（
一
九
〇
九
年
五
月
）
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、
田
中
は
日

本
社
会
の
内
面
的
な
精
神
を
「
演
繹
的
」
か
ら
「
帰
納
的
」
に
移
行
さ
せ
る
必

要
を
説
く（

11
（

。
社
会
組
織
の
特
徴
は
保
守
的
か
進
歩
的
か
の
傾
向
に
分
類
で
き

る
と
い
う
。
社
会
の
特
徴
を
一
五
世
紀
に
相
当
す
る
ル
ネ
サ
ン
ス
を
境
に
、
そ

れ
以
前
を
「
演
繹
的
」（
保
守
的
の
も
の
）
と
し
、「
帰
納
的
」（
進
歩
的
の
も
の
）

と
位
置
付
け
た
。「
演
繹
を
主
と
す
る
社
会
」
は
過
去
に
作
ら
れ
た
生
活
の
方

針
に
よ
っ
て
、
新
た
に
生
じ
る
欲
望
を
支
配
す
る
こ
と
で
欲
望
を
統
一
さ
せ
る

の
に
対
し
て
、「
帰
納
を
主
と
す
る
社
会
」
は
、
新
た
に
生
じ
る
欲
望
に
よ
っ
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て
生
活
の
方
針
を
創
設
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
と
す
る
。こ
の
よ
う
な
、

ル
ネ
サ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
時
代
区
分
は
そ
の
同
時
期
に
投
稿
さ
れ
た
「
文
芸

に
於
け
る
具
体
理
想
主
義
」（
一
九
〇
九
年
五
月
）
で
も
論
じ
ら
れ
る
。
こ
こ

で
は
文
明
史
を
「
情
欲
と
、
理
想
と
の
調
和
」
と
い
う
観
点
か
ら
三
つ
の
様
式

を
見
出
す（

11
（

。

第
一
の
様
式
は
比
較
的
に
理
想
の
権
威
を
重
ん
ず
る
が
為
め
に
成
る
丈
新

た
な
る
要
求
を
旧
き
標
準
に
依
て
律
す
る
こ
と
に
依
つ
て
理
想
と
情
欲
と

の
調
和
を
計
ろ
う
と
し
、
第
三
の
も
の
に
比
較
的
に
情
欲
の
主
張
を
重
ん

ず
る
が
為
め
に
古
き
標
準
を
新
し
き
要
求
に
依
て
改
め
る
こ
と
に
依
て
、

理
想
と
情
欲
と
の
調
和
を
計
る
の
で
あ
る
。（
中
略
）
第
二
の
も
の
は
第

一
の
も
の
よ
り
第
三
の
も
の
に
移
り
行
く
、
過
渡
の
時
代
に
漸
次
現
は
る

る
所
の
様
式
で
あ
つ
て
、
其
の
特
徴
は
理
想
の
権
威
と
、
肉
欲
の
主
張
と

は
全
く
両
立
し
得
ざ
る
も
の
と
考
へ
ら
る
る
が
為
め
に
新
し
き
要
求
は
古

き
標
準
に
依
て
律
せ
ら
れ
ず
、
古
き
標
準
は
新
し
き
要
求
に
依
て
更
め
ら

れ
ず
し
て
、
互
に
反
抗
し
て
相
下
ら
ざ
る
状
態
に
あ
る
の
で
あ
る
。

第
一
期
は
比
較
的
理
想
の
権
威
を
重
視
す
る
た
め
に
、
新
た
な
要
求
を
古
い
標

準
に
よ
っ
て
律
す
る
こ
と
。
第
三
期
は
比
較
的
情
欲
の
主
張
を
重
視
す
る
た
め

古
い
標
準
を
新
し
い
要
求
に
よ
っ
て
改
め
る
こ
と
。
第
一
期
と
第
三
期
の
過
渡

期
に
あ
る
第
二
期
は
、
新
し
い
要
求
は
古
い
標
準
に
よ
っ
て
律
せ
ら
れ
ず
、
古

い
標
準
は
新
し
い
要
求
に
よ
っ
て
改
め
ら
れ
な
い
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
様
式
の

第
一
期
を
保
守
及
び
「
ク
ラ
シ
ツ
ク
」
の
時
代
と
し
、
第
二
期
を
反
動
的
及
び

「
ロ
ー
マ
ン
チ
ツ
ク
」
の
時
代
と
し
、第
三
期
を
進
歩
的
及
び
「
シ
ン
ボ
リ
ツ
ク
」

の
時
代
と
し
た（

11
（

。
さ
ら
に
西
洋
の
歴
史
に
当
て
は
め
る
と
、
第
一
期
が
ギ
リ

シ
ャ
古
代
か
ら
ル
ネ
サ
ン
ス
ま
で
で
あ
り
、
第
二
期
は
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
一
九

世
紀
の
上
半
ま
で
で
あ
り
、
第
三
期
は
一
九
世
紀
の
上
半
か
ら
今
日
ま
で
と
す

る
。

　

上
記
の
よ
う
に
田
中
は
ル
ネ
サ
ン
ス
を
境
に
文
明
史
を
提
示
し
た（

11
（

。
こ
れ

に
よ
っ
て
保
守
的
な
儒
教
再
興
の
議
論
を
ル
ネ
サ
ン
ス
以
前
の「
ク
ラ
シ
ツ
ク
」

の
産
物
と
し
て
退
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
儒
教
再
興
の
論
者
に
見
ら

れ
る
儒
教
の
現
在
へ
の
適
応
、
と
い
う
論
点
を
批
判
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

従
っ
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
を
中
心
と
し
た
時
代
区
分
を
提
示
す
る
こ
と
が
、
儒
教

を
文
明
史
上
の
観
点
か
ら
不
必
要
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、「
破
壊

の
時
代
」
の
産
物
と
み
な
し
た
自
然
主
義
文
学
に
対
し
て
田
中
は
「
極
端
な
る

保
守
主
義
に
対
す
る
一
つ
の
清
涼
剤
」
と
し
て
そ
の
価
値
を
認
め
る
に
至
っ
た

の
で
あ
る（

11
（

。

　

田
中
は
現
在
を
「
進
歩
及
び
シ
ン
ボ
リ
ツ
ク
」
の
時
代
と
見
た
よ
う
に
、
文

明
史
の
観
点
か
ら
現
在
に
適
す
る
芸
術
を
象
徴
主
義
と
捉
え
た
。
つ
ま
り
、
文

明
史
の
体
系
化
は
象
徴
主
義
へ
の
評
価
の
変
更
を
意
味
し
た
。
象
徴
主
義
に
対

し
て
田
中
は
か
つ
て
、「
現
代
の
社
会
を
統
一
す
る
機
関
と
な
る
こ
と
の
出
来

な
い
」
も
の
で
あ
り
、「
現
代
の
芸
術
た
る
理
想
と
様
式
と
を
備
へ
て
居
ら
ぬ
」

と
否
定
的
な
評
価
を
与
え
て
い
た（

11
（

。
と
こ
ろ
が
、
文
明
史
の
体
系
化
後
の
議

論
で
は
、
象
徴
主
義
は
欲
望
調
和
の
手
段
と
し
て
現
在
に
適
切
な
芸
術
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
。「
岩
野
泡
鳴
氏
の
人
生
観
及
び
芸
術
観
を
論
ず
」（
一
九
〇
九
年

九
月
）
で
、
田
中
は
象
徴
主
義
と
古
典
主
義
の
目
的
に
つ
い
て
論
じ
る
。
両
者

の
芸
術
上
目
的
と
す
る
こ
と
は
嗜
欲
と
理
想
が
調
和
す
る
ま
で
に
起
き
る
動
揺

の
中
に
安
定
を
求
め
る
こ
と
と
す
る（

11
（

。
こ
こ
で
田
中
が
指
摘
す
る
嗜
欲
と
理
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想
は
欲
望
の
一
種
で
あ
る（

11
（

。
欲
望
は
過
去
の
経
験
に
基
づ
い
て
そ
の
時
々
に

生
じ
る
も
の
や
、
過
去
か
ら
未
来
に
か
け
て
継
続
的
に
続
く
も
の
も
あ
る
。
こ

れ
ら
の
同
時
に
並
立
す
る
多
様
な
欲
望
は
理
想
と
嗜
欲
に
識
別
す
る
こ
と
が
で

き
、
欲
望
は
理
想
と
嗜
欲
の
確
執
・
協
同
の
結
果
、
一
つ
の
も
の
が
選
択
さ
れ

る
と
す
る
。
従
っ
て
、
田
中
が
指
摘
す
る
古
典
主
義
と
象
徴
主
義
が
目
的
と
す

る
の
は
欲
望
選
択
の
際
に
起
こ
る
動
揺
・
葛
藤
を
安
定
化
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。

そ
し
て
、
両
者
の
違
い
は
欲
望
選
択
の
手
段
と
な
っ
て
現
れ
る（

11
（

。

一
つ
は
動
揺
の
要
素
を
生
活
よ
り
排
外
し
、
後
に
残
れ
る
内
容
貧
小
な
る

静
止
の
要
素
の
み
を
捃
摭
し
て
茲
に
生
活
の
方
針
を
索
め
た
の
で
あ
る
。

も
一
つ
は
動
揺
す
る
生
活
を
其
の
儘
受
取
つ
て
、
そ
れ
を
統
御
す
る
方
法

を
索
め
た
の
で
あ
る
。
前
の
方
法
は
静
的
で
あ
つ
て
、
其
の
目
的
は
静
的

平
衡
を
求
め
る
に
在
る
。
後
の
は
動
的
で
あ
つ
て
其
の
目
的
は
動
的
平
衡

を
求
め
る
に
在
る
。
若
し
前
者
を
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
と
呼
ぶ
の
が
適
当
で
あ

る
な
ら
ば
、
後
者
は
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
呼
ば
る
る
の
が
適
当
で
あ
ら
う
。

生
活
方
針
と
な
る
欲
望
を
選
択
す
る
た
め
に
古
典
主
義
は
動
揺
を
も
た
ら
す
欲

望
を
無
視
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
象
徴
主
義
は
動
揺
を
も
た
ら
す
欲
望
も
含
め

た
上
で
そ
の
方
針
を
決
定
す
る
。
象
徴
主
義
は
「
色
彩
絢
爛
な
る
個
々
の
経
験

を
尊
重
す
る
」
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
生
活
の
上
で
生
じ
る
不
都
合
な
も
の
を

排
斥
し
な
い
立
場
に
た
つ
と
み
な
し
た
。
従
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
欲
望
を
精
査
し

た
上
で
そ
れ
ら
の
調
和
が
な
さ
れ
る
象
徴
主
義
は
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
過
去

か
ら
存
在
す
る
も
の
へ
の
変
革
も
可
能
と
な
る
。
変
化
を
も
た
ら
す
動
的
な
側

面
が
象
徴
主
義
に
は
あ
る
が
ゆ
え
に
、
象
徴
主
義
は
文
明
史
上
、
現
在
に
適
す

る
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
文
明
史
の
体
系
後
に
象
徴
主
義
の
解

釈
が
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

文
明
史
の
体
系
後
に
田
中
は
日
本
の
状
態
を
文
明
史
上
の
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降

と
位
置
づ
け
た
。「
現
代
思
想
の
特
徴
」（
一
九
一
〇
年
二
月
）
で
、田
中
は
「
現

代
思
想
」
を
知
る
た
め
に
は
、「
近
世
文
明
」
の
端
緒
と
な
っ
た
ル
ネ
サ
ン
ス

以
降
か
ら
現
在
ま
で
の
思
想
の
傾
向
を
、「
一
つ
の
継
続
的
の
体
系
」
と
み
な

す
必
要
を
論
じ
る（

1（
（

。
そ
の
上
で
、田
中
は
日
本
人
の
性
質
に
つ
い
て
言
及
す
る
。

概
し
て
云
ふ
と
日
本
人
た
る
吾
々
同
胞
は
、由
来
洒
脱
の
国
民
で
あ
つ
て
、

決
し
て
深
刻
な
る
国
民
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
甞
つ
て
自
己
の
権
威
を
自

覚
す
る
に
至
つ
た
時
代
は
な
い
通
り
、
今
日
に
於
て
も
未
だ
其
処
に
達
し

て
は
居
ら
な
い
。
併
し
な
が
ら
近
来
欧
羅
巴
の
文
明
の
輸
入
と
共
に
、
西

洋
の
思
想
は
大
分
に
理
解
さ
れ
、
又
、
適
用
さ
れ
て
来
た
。
そ
れ
が
為
め

に
は
独
り
西
洋
の
国
民
性
が
開
拓
し
発
明
し
た
政
体
や
、
学
術
や
、
道
徳

は
、
従
来
洒
脱
で
あ
つ
た
国
民
性
を
変
じ
て
、
多
少
深
刻
な
ら
し
め
た
趣

が
あ
る
。

こ
こ
で
の
「
自
己
の
権
威
を
自
覚
す
る
」
と
は
「
近
世
文
明
」
の
特
徴
で
あ
る
。

日
本
人
の
文
明
史
的
な
位
置
づ
け
は
過
渡
期
で
あ
る
文
明
史
上
の
ル
ネ
サ
ン
ス

後
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
、
文
壇
に
懐
疑
的
・
絶
望
的
な
特
徴
が
み

ら
れ
る
要
因
を
田
中
は
日
本
を
文
明
史
上
の
過
渡
期
に
位
置
づ
け
る
が
故
に
フ

ラ
ン
ス
や
ロ
シ
ア
文
学
の
影
響
だ
け
で
は
な
い
と
み
な
し
た
。言
い
換
え
る
と
、

過
去
か
ら
続
く
社
会
制
度
と
現
在
の
要
求
と
の
間
に
矛
盾
が
あ
る
た
め
に
、
懐

疑
的
・
絶
望
的
な
特
徴
が
日
本
の
文
壇
か
ら
見
い
だ
さ
れ
る
と
解
釈
し
た
の
で
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あ
る
。

　

田
中
は
文
壇
の
思
想
的
傾
向
に
同
情
を
寄
せ
る
も
の
の
、
ル
ネ
サ
ン
ス
後
の

社
会
を
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
社
会
に
進
め
る
必
要
を
主
張
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
文
芸
家
た
ち
の
多
く
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
経
験
を
踏
ま
え
て
懐
疑
的
・
絶

望
的
な
状
態
か
ら
脱
し
た
と
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、
日
本
も
フ
ラ
ン
ス
革
命

の
反
省
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
改
造
的
・
進
歩
的
な
社
会
に
進
む
こ
と
を

求
め
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
田
中
は
日
本
の
状
態
を
ル
ネ
サ
ン
ス
後
の
過
渡
期
に
あ
る
と
み

な
し
て
い
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、
ル
ネ
サ
ン
ス
後
か
ら
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社

会
へ
の
道
筋
を
ど
の
よ
う
に
提
示
し
た
の
か
。
そ
れ
は
ロ
マ
ン
主
義
の
文
明
史

的
な
位
置
づ
け
を
論
じ
る
こ
と
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
現
在
に
相
当
す
る
象
徴
主

義
へ
の
筋
道
を
説
い
た
こ
と
に
示
さ
れ
る
。
一
九
一
〇
年
二
月
二
六
日
に
東
京

帝
国
大
学
内
の
山
上
御
殿
に
て
哲
学
会
の
例
会
が
開
か
れ
た（

11
（

。
こ
こ
で
田
中

は
講
演
「
文
明
史
上
に
於
け
る
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
意
義
」
を
行
う
。
田
中
は

ル
ネ
サ
ン
ス
の
意
義
を
「
欲
望
が
正
当
に
発
現
す
る
」
機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ

と
に
見
出
し
た（

11
（

。
理
想
よ
り
嗜
欲
に
重
き
を
置
い
た
の
が
、
ル
ネ
サ
ン
ス
後

の
新
し
い
人
生
観
と
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
後
に
生
じ
た
合
理
主

義
と
ロ
マ
ン
主
義
を
同
一
の
精
神
か
ら
生
じ
た
運
動
の
二
側
面
と
み
な
す（

11
（

。

新
た
な
生
活
を
営
む
た
め
に
は
「
功
利
的
見
解
よ
り
生
活
を
改
良
」
す
る
だ
け

で
な
く
「
審
美
的
鑑
賞
よ
り
生
活
を
豊
富
」
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
、

合
理
主
義
は
「
実
利
の
方
面
を
認
め
る
こ
と
の
急
な
る
あ
ま
り
、
自
か
ら
審
美

の
方
面
を
忘
れ
て
」
し
ま
っ
た
。
こ
の
忘
れ
ら
れ
た
「
残
滓
を
新
し
き
生
活
の

方
法
の
理
想
に
改
整
す
る
」
た
め
に
起
こ
っ
た
の
が
ロ
マ
ン
主
義
と
す
る
。
そ

し
て
、
両
者
の
異
な
る
革
新
の
事
業
の
一
致
が
起
き
た
時
代
が
象
徴
主
義
と
し

て
成
立
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
田
中
は
「
実
利
の
方
面
」
と
「
審
美
の

方
面
」
の
両
方
の
調
和
が
取
れ
て
い
る
時
代
を
象
徴
主
義
と
み
な
し
た（

11
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
文
明
史
の
体
系
化
に
よ
っ
て
、
田
中
が
評
価
を
変
え
た
の
は
象

徴
主
義
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
武
士
道
と
「
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
」
へ
の
評
価
に
も

変
更
が
見
ら
れ
る
。
武
士
道
に
つ
い
て
、
か
つ
て
田
中
は
禅
や
狩
野
派
と
同
様

に
「
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
」
が
表
さ
れ
て
い
る
と
み
な
し
て
い
た（

11
（

。「
ク
ラ
シ
シ
ズ

ム
」
は
「
芸
術
の
根
本
様
式
及
び
根
本
理
想
」
で
あ
り
、「
国
粋
を
支
持
し
、

国
運
を
開
発
す
る
上
」
で
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
本
の
国
民
性
の
特
徴

で
あ
っ
た（

11
（

。
と
こ
ろ
が
、
文
明
史
の
体
系
後
の
議
論
で
は
本
論
で
示
し
た
よ

う
に
「
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
」
と
し
て
評
価
し
た
武
士
道
は
儒
教
と
同
じ
価
値
に
扱

わ
れ
た
。
つ
ま
り
、
武
士
道
は
儒
教
と
同
様
に
回
顧
主
義
と
し
て
現
在
に
適
さ

な
い
も
の
と
捉
え
た
の
で
あ
る（

11
（

。
同
様
の
批
判
は
田
中
が
国
民
性
に
つ
い
て

雑
誌
『
東
亜
の
光
』
に
論
考
を
寄
せ
た
論
考
か
ら
も
見
ら
れ
る（

11
（

。
こ
こ
で
の

国
民
性
は
国
粋
を
支
持
す
る
視
点
で
言
及
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
新
し
い
国
民

性
を
発
展
さ
せ
る
必
要
性
が
あ
る
と
主
張
さ
れ
た
。

　

最
後
に「
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
」に
つ
い
て
補
足
し
よ
う
。
も
と
も
と
田
中
は
、「
ク

ラ
シ
シ
ズ
ム
」
を
芸
術
の
理
想
と
み
な
し
て
い
た
。「
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
」
の
特

徴
を
「
普
遍
の
法
則
を
、
特
殊
の
経
験
の
中
に
発
見
し
、
前
者
に
由
つ
て
後
者

を
支
配
す
る
こ
と
」と
定
義
し
て
い
た（

11
（

。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
芸
術
が
有
す
る「
最

上
に
し
て
又
た
唯
一
の
動
機
と
目
的
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
あ
ら
ゆ
る
芸
術
様

式
は
「
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
」
の
派
生
と
し
て
生
じ
た
も
の
と
み
な
し
た
。
普
遍
と

特
殊
の
統
一
と
調
和
を
図
る
こ
と
も
あ
ら
ゆ
る
芸
術
に
み
ら
れ
る
。
時
代
に
よ

っ
て
、
個
人
や
社
会
の
性
質
が
異
な
る
中
で
、
芸
術
様
式
に
見
ら
れ
る
特
殊
と

普
遍
の
力
点
が
異
な
る
と
す
る
。
田
中
は
「
希
臘
主
義
」
と
象
徴
主
義
の
差
異
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に
つ
い
て
触
れ
る
。「
希
臘
主
義
」
と
は
「
特
殊
を
溶
解
し
た
普
遍
」
を
表
す

も
の
で
、
象
徴
主
義
は
「
普
遍
を
包
含
し
た
特
殊
」
を
表
す
も
の
で
あ
る
と
す

る
。
つ
ま
り
、
前
者
は
普
遍
に
、
後
者
は
特
殊
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
文
明
史
の
体
系
後
の
議
論
で
は
理
性
を
普
遍
、
情
欲
（
嗜
欲
）
を
特

殊
と
み
な
せ
る
た
め
、
芸
術
様
式
を
文
明
史
上
に
落
と
し
込
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
こ
で
、「
希
臘
主
義
」
は
文
明
史
上
で
は
古
典
主
義
な
い
し
「
ク

ラ
シ
シ
ズ
ム
」
と
な
っ
た
。
従
っ
て
、芸
術
用
語
と
し
て
の
「
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
」

は
文
明
史
上
、
現
在
に
適
さ
な
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

終
わ
り
に

　

田
中
は
生
田
長
江
へ
の
批
判
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
か
ら
現

在
の
社
会
の
根
本
的
な
特
徴
が
現
れ
て
い
る
と
み
な
し
た
。
こ
の
意
味
で
、
田

中
は
現
在
を
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
社
会
に
あ
た
る
と
み
な
し
て
い
た
。
そ
の
た

め
、「
近
世
文
明
」
の
始
ま
り
に
あ
た
る
ル
ネ
サ
ン
ス
期
に
つ
い
て
は
フ
ラ
ン

ス
革
命
前
後
に
影
響
を
与
え
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
て
い
た
。と
こ
ろ
が
、

そ
の
後
、自
然
主
義
文
学
の
反
動
と
し
て
起
き
た
儒
教
再
興
の
議
論
に
際
し
て
、

対
応
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
田
中
の
理
論
は
適
応
を
重
視
し
た
も
の

で
あ
っ
た
た
め
、
現
在
の
学
問
水
準
に
儒
教
を
適
応
す
べ
き
と
主
張
す
る
哲
学

会
や
丁
酉
倫
理
会
の
「
儒
教
復
興
論
」
者
へ
の
正
当
な
批
判
に
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
田
中
は
自
然
主
義
文
学
と
儒
教
再
興
の
議
論
を
正
反
対
の
も
の
と
み

な
し
、
大
局
的
な
観
点
か
ら
物
事
を
見
る
必
要
を
説
い
た
。「
世
界
の
大
勢
」

の
観
点
を
用
い
て
、
ル
ネ
サ
ン
ス
を
境
に
文
明
史
の
体
系
化
を
行
っ
た
。
こ
う

し
て
儒
教
（
武
士
道
を
含
む
）
を
ル
ネ
サ
ン
ス
以
前
の
保
守
的
な
も
の
と
し
て

切
り
捨
て
た
。
一
方
、
田
中
は
日
本
の
文
明
史
上
の
位
置
づ
け
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
い
う
と
こ
ろ
の
ル
ネ
サ
ン
ス
後
の
過
渡
期
に
あ
た
る
と
み
な
し
た
。
そ
し
て

そ
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
理
想
の
社
会
を
象
徴
主
義
と
表
現
し
、
革
命
後
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
社
会
へ
の
移
行
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
結
果
と
し
て

田
中
は
日
本
の
状
態
を
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前
と
み
な
し
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
を

現
在
の
起
点
と
し
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

上
記
だ
け
の
議
論
を
見
る
と
、
田
中
を
近
代
化
論
者
と
み
な
せ
る
だ
ろ
う
。

確
か
に
田
中
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
文
明
の
転
機
を
求
め
る
声
が
大
き
く
な

る
中
で
も
、
戦
乱
に
よ
っ
て
「
近
世
文
明
」
が
破
壊
さ
れ
た
り
、
方
向
性
を
変

更
す
る
こ
と
は
な
い
と
み
な
し
た（

1（
（

。
あ
く
ま
で
も
大
戦
の
原
因
を「
中
世
文
明
」

の
再
燃
に
求
め
、「
近
世
文
明
」
の
誤
用
と
み
な
し
た
。
そ
の
た
め
、
田
中
は

戦
乱
に
際
し
て
「
近
世
文
明
」
の
建
設
者
で
あ
る
ベ
ー
コ
ン
や
宣
伝
者
で
あ
る

テ
ュ
ル
ゴ
や
コ
ン
ド
ル
セ
に
対
し
て
、
彼
ら
の
意
図
通
り
に
「
近
世
文
明
」
は

実
現
さ
れ
な
か
っ
た
、
と
同
情
を
示
す
に
至
る（

11
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
第
一
次
世
界
大
戦
が
長
期
化
す
る
中
で
田
中
は
「
近
世
文
明
」

に
問
題
を
見
出
す
。「
近
世
文
明
は
無
条
件
で
是
認
さ
れ
、
謳
歌
さ
れ
る
に
は

余
ま
り
に
欠
陥
の
多
い
」
も
の
と
み
な
す（
（6
（

。
そ
の
欠
陥
要
因
を
「
近
世
文
明
」

の
創
始
者
や
開
発
者
が
「
感
得
」
に
止
ま
り
「
会
得
」
し
な
か
っ
た
こ
と
に
求

め
る
。
田
中
は
「
近
世
文
明
」
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
り
「
実
験
主
義
」
の
鼻

祖
と
評
価
し
た
ベ
ー
コ
ン
に
対
す
る
批
判
を
行
っ
た（

11
（

。
こ
れ
は
田
中
が
「
近

世
文
明
」
の
初
期
に
も
批
判
を
向
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
か
つ
て
の
「
近
世

文
明
」
の
誤
用
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
「
実
験
主
義
」
も
し
く
は
「
ヒ
ュ
ー
マ

ニ
ズ
ム
」
の
不
徹
底
に
求
め
ら
れ
、第
一
次
世
界
大
戦
の
要
因
は
中
世
期
の
「
残

火
」
と
み
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
大
戦
後
の
田
中
の
議
論
で
は
ル
ネ
サ
ン

ス
期
に
批
判
が
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
啓
蒙
主
義
者
に
対
す
る
明
確
な



53 現在の起点としてのルネサンス

批
判
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
田
中
に
と
っ
て
、「
近
世
文
明
」
は
偶
然

に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
産
物
と
位
置
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
田
中
は
第
一
次
大
戦
後
に
な
る
と
、「
近
世
文
明
」
そ
の

も
の
に
対
し
て
再
考
を
行
っ
た
。
田
中
は
後
年
の
関
東
大
震
災
後
に
な
る
と
、

「
近
世
文
明
」
を
象
徴
主
義
化
す
る
必
要
を
主
張
す
る
。
一
見
す
る
と
本
稿
と

似
た
よ
う
な
議
論
に
見
え
る
が
、「
近
世
文
明
」
の
評
価
は
大
き
く
変
化
し
て

い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
田
中
の
主
張
を
理
解
す
る
た
め
に
は
第
一
次
世
界

大
戦
の
議
論
や
一
九
二
〇
年
代
前
半
の
知
的
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

註

（
1
）　

か
っ
こ
い
い
、
不
思
議
な
魅
力
の
あ
る
言
葉
と
し
て
「
近
代
」
が
好
ん

で
使
わ
れ
た
（
柳
父
章
『
翻
訳
語
成
立
事
情
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
、

六
二
頁
）。

（
2
）　
「
近
代
思
想
の
解
釈
と
批
評
」（『
新
潮
』
一
九
〇
九
年
一
二
月
、一
頁
）。

（
3
）　
「
近
代
人
と
は
何
ぞ
や
」（『
文
章
世
界
』
一
九
一
〇
年
七
月
、
二
頁
）。

（
4
）　

島
村
抱
月
は
歴
史
上
の
「
近
代
」
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
芸
復
興
以
後
と

す
る
が
、「
今
日
我
々
が
近
世
又
は
近
代
と
い
ふ
の
は
主
と
し
て
十
九
世
紀

以
後
の
こ
と
で
あ
る
」
と
す
る
（「
物
質
的
に
し
て
精
神
的
」
一
九
一
〇
年

七
月
、
九
～
一
〇
頁
）。

（
5
）　

鈴
木
貞
美
『「
近
代
の
超
克
」
そ
の
戦
前
・
戦
中
・
戦
後
』
作
品
社
、

二
〇
一
五
年
。
林
正
子
『
博
文
館
「
太
陽
」
と
近
代
日
本
文
明
論
』
勉
誠
出

版
、二
〇
一
七
年
。
福
田
恆
存
「
反
近
代
の
思
想
」（『
現
代
日
本
思
想
体
系
』

三
二
巻
、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
五
年
）。
三
好
行
雄
『
日
本
文
学
の
近
代
と

反
近
代
』
新
装
版
、
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
。

（
6
）　

第
一
次
世
界
大
戦
勃
発
後
の
近
代
文
明
批
判
に
つ
い
て
は
以
下
を
参

照
。
バ
ー
ル
ィ
シ
ェ
フ
・
エ
ド
ワ
ル
ド
『
日
露
同
盟
の
時
代　

一
九
一
四
～

一
九
一
七
年
』花
書
院
、二
〇
〇
七
年
。
中
山
弘
明『
第
一
次
大
戦
の
≲
影
≳
』

新
曜
社
、
二
〇
一
二
年
。

（
7
）　

大
東
和
重
『
文
学
の
誕
生
︱
藤
村
か
ら
漱
石
へ
︱
』
講
談
社
、

二
〇
〇
六
年
、
六
～
八
頁
。

（
8
）　

松
本
三
之
介
『
増
補　

明
治
思
想
史
』
以
文
社
、
二
〇
一
八
年
、

二
二
九
～
二
三
〇
頁
。

（
9
）　

背
景
に
は
田
中
が
『
福
沢
諭
吉
』（
実
業
之
世
界
社
、
一
九
一
五
年
）

の
中
で
啓
蒙
思
想
家
と
し
て
福
沢
を
取
り
上
げ
た
こ
と
が
あ
る
（
市
村
弘
正

「
解
説
」『
論
集　

福
沢
諭
吉
』
平
凡
社
、
二
〇
一
七
年
、
二
四
四
～
二
四
五

頁
）。

（
10
）　

田
中
喜
一
「
学
者
の
本
領
を
論
ず
」（『
中
央
公
論
』
一
九
〇
四
年
四
月
、

七
～
八
頁
）。

（
11
）　

後
述
の
よ
う
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の
社
会
を
想
定
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。

（
12
）　

田
中
喜
一
「
新
個
人
主
義
を
論
し
て
其
教
育
的
概
念
に
及
ぶ
」（『
太
陽
』

一
八
九
九
年
三
月
、
一
五
頁
）。

（
13
）　

姜
克
実
『
石
橋
湛
山
の
思
想
史
的
研
究
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
九
二
年
、
二
六
七
頁
。

（
14
）　

拙
稿
「
田
中
王
堂
の
思
想
変
化
に
関
す
る
考
察
」（『
学
習
院
史
学
』
第

五
七
号
、
二
〇
一
九
年
、
一
八
～
一
九
頁
）。
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（
15
）　

田
中
喜
一
「
教
育
と
小
説
」（『
太
陽
』
一
九
〇
八
年
一
月
、
一
二
八
～

一
三
〇
頁
）。

（
16
）　

こ
の
時
、
田
中
は
倫
理
学
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
る
（『
早
稲
田
学
報
』

一
九
〇
五
年
一
〇
月
、
六
四
～
六
五
頁
）。

（
17
）　

田
中
喜
一
「
我
国
に
於
け
る
自
然
主
義
を
論
ず
」（『
明
星
』
一
九
〇
八

年
八
月
、
九
五
頁
）。

（
18
）　

田
中
の
批
判
に
対
す
る
島
村
の
応
答
は「
解
放
文
芸
」に
見
ら
れ
る（『
読

売
新
聞
』
一
九
〇
九
年
一
月
一
〇
日
付
）。

（
19
）　

生
田
長
江
「
自
然
主
義
論
」（『
趣
味
』
一
九
〇
八
年
二
～
三
月
・
所
収

『
現
代
日
本
文
学
大
系
40
』
筑
摩
書
房
、
一
九
七
三
年
、
一
四
五
、一
五
〇
～

一
五
一
頁
）。

（
20
）　

前
掲
「
我
国
に
於
け
る
自
然
主
義
を
論
ず
」
二
二
頁
。

（
21
）　

同
右
、
二
四
～
二
五
頁
。

（
22
）　
「
我
国
に
於
け
る
自
然
主
義
を
論
ず
」
に
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
関
す
る

記
述
は
な
い
。
た
だ
し
、
同
様
の
時
期
区
分
を
さ
し
て
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
境

と
し
て
い
る
記
述
が
あ
る
（
田
中
喜
一
「
夏
目
漱
石
氏
の
『
文
芸
の
哲
学
的

基
礎
』
を
評
す
」『
明
星
』
一
九
〇
八
年
二
月
、
四
～
五
頁
）。

（
23
）　

前
掲
「
我
国
に
於
け
る
自
然
主
義
を
論
ず
」
二
三
～
三
一
頁
。

（
24
）　

田
中
喜
一
「
具
体
理
想
主
義
は
如
何
に
現
代
の
道
徳
を
理
解
す
る
か
」

（『
文
章
世
界
』
一
九
〇
九
年
一
月
、
六
三
～
六
五
頁
）。

（
25
）　

田
中
も
自
然
主
義
文
学
に
対
し
て
道
徳
上
の
問
題
を
見
出
し
て
い
る
。

自
然
主
義
文
学
者
の
主
張
す
る
「
現
実
暴
露
」
は
果
し
て
、「
人
生
の
暗
黒

面
を
発
揮
し
、
若
し
く
は
男
女
の
性
欲
を
力
説
す
る
こ
と
が
果
し
て
現
実
の

真
相
を
暴
露
す
る
こ
と
に
な
る
か
」と
疑
問
を
呈
し
て
い
た（
田
中
喜
一「
我

が
国
に
於
け
る
自
然
主
義
を
論
ず
」『
明
星
』
一
九
〇
八
年
八
月
、八
一
頁
）。

（
26
）　

木
村
洋
『
文
学
熱
の
時
代
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
五
年
、

二
三
一
～
二
三
五
頁
。

（
27
）　

田
中
と
丁
酉
倫
理
会
や
哲
学
会
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
前
掲
姜
克
実
文

献
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
28
）　
「
雑
録
」（『
哲
学
雑
誌
』
一
九
〇
九
年
一
月
、
九
～
一
五
頁
）。

（
29
）　

大
島
は
こ
の
問
題
を
「
学
理
的
問
題
で
な
く
」
実
際
の
動
機
に
求
め
、

問
題
は
未
解
決
と
指
摘
す
る
。後
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
は
加
藤
弘
之「
有

賀
博
士
の
「
日
本
国
民
の
精
神
上
の
疑
問
を
読
む
」」（『
哲
学
雑
誌
』

一
九
〇
九
年
六
月
）
が
あ
る
。

（
30
）　

有
賀
長
雄
「
日
本
国
民
の
精
神
上
の
疑
問
」（『
哲
学
雑
誌
』
一
九
〇
八

年
六
月
、
四
〇
～
五
七
頁
）。

（
31
）　

横
井
時
雄
「
我
国
徳
育
の
前
途
」（『
丁
酉
倫
理
会
倫
理
講
演
集
』

一
九
〇
八
年
九
月
、
二
二
～
二
八
頁
）。

（
32
）　
「
雑
録
」（『
丁
酉
倫
理
会
倫
理
講
演
集
』一
九
〇
八
年
九
月
、一
〇
八
頁
）。

な
お
、
丁
酉
倫
理
会
の
活
動
は
『
哲
学
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。

（
33
）　

井
上
哲
次
郎
「
右
の
意
見
に
就
て
」（「
丁
酉
倫
理
会
倫
理
講
演
集
」

一
九
〇
八
年
九
月
、
二
八
～
三
二
頁
）。

（
34
）　

井
上
哲
次
郎
「
儒
教
の
長
所
短
所
」（『
哲
学
雑
誌
』
一
九
〇
九
年
一
月
、

三
〇
～
六
頁
）。

（
35
）　

元
良
勇
次
郎
「
儒
教
復
活
に
に
就
て
」（「
雑
録
」『
丁
酉
倫
理
会
倫
理

講
演
集
』
一
九
〇
八
年
一
二
月
、
八
九
～
九
〇
頁
）。

（
36
）　

キ
リ
ス
ト
教
徒
に
よ
っ
て
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
。
北
澤
定

吉
に
よ
る
と
、
日
本
化
し
た
儒
教
を
キ
リ
ス
ト
教
と
結
合
す
る
こ
と
で
「
基
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督
教
を
日
本
固
有
の
文
化
の
上
に
立
て
や
う
と
」
考
え
た
か
ら
で
あ
る
（
北

澤
定
吉
「
明
治
四
十
一
年
の
回
想
」
五
四
～
五
五
頁
）。
な
お
、
こ
の
よ
う

な
儒
教
と
他
宗
教
と
の
結
合
に
つ
い
て
は
浮
田
和
民「
儒
教
の
復
興
を
論
ず
」

（『
中
央
公
論
』
一
九
〇
八
年
一
一
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
37
）　

井
上
の
講
演
に
つ
い
て
は
参
加
者
が
載
せ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
確

認
は
で
き
な
い
（『
哲
学
雑
誌
』
一
九
〇
八
年
一
一
月
）。

（
38
）　
「
雑
録
」（『
丁
酉
倫
理
会
倫
理
講
演
集
』
一
九
〇
八
年
五
月
、

九
六
頁
）。

（
39
）　
「
去
月
の
諸
学
会
」（『
哲
学
雑
誌
』
一
九
〇
八
年
八
月
、
一
〇
八
頁
）。

（
40
）　

田
中
喜
一
「
教
育
の
理
想
と
し
て
『
ロ
ー
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
』
及
び
『
ク

ラ
シ
シ
ズ
ム
』
を
論
ず
」（『
教
育
学
術
界
』
一
九
〇
一
年
四
月
、
二
二
頁
）。

（
41
）　

前
掲
「
具
体
理
想
主
義
は
如
何
に
現
代
の
道
徳
を
理
解
す
る
か
」
六
五

～
六
六
頁
。

（
42
）　

田
中
喜
一
「
近
世
文
壇
に
於
け
る
評
論
の
価
値
」（『
新
小
説
』

一
九
〇
九
年
五
月
、
二
一
一
頁
）。

（
43
）　

田
中
喜
一
「
文
芸
に
於
け
る
具
体
理
想
主
義
」（『
趣
味
』
一
九
〇
九
年

五
月
、
五
～
六
頁
）。

（
44
）　

田
中
は
「
シ
ン
ボ
リ
ツ
ク
」
を
シ
モ
ン
ズ
（A

rthur W
illiam

 
Sym

ons

）
の
解
釈
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
シ
モ
ン
ズ
の
『
象
徴
主
義
の
文

学
運
動
』
に
よ
る
と
、
人
間
の
思
考
を
形
成
す
る
諸
要
素
は
変
化
す
る
。
そ

れ
に
伴
っ
て
文
学
も
内
面
的
本
質
や
外
面
的
形
式
も
変
化
す
る
と
い
う
。
こ

う
し
た
観
点
か
ら
象
徴
を
捉
え
て
い
る
た
め
、
進
歩
と
の
関
連
性
が
み
ら
れ

る
（
シ
モ
ン
ズ
、
前
川
祐
一
訳
『
象
徴
主
義
の
文
学
運
動
』
富
山
房
、

一
九
九
三
年
、
七
～
一
〇
頁
）。

（
45
）　

文
明
史
の
叙
述
の
元
に
な
っ
た
の
は
本
論
で
示
し
た
バ
ジ
ョ
ッ
ト
だ
け

で
な
く
、
ペ
ー
タ
ー
（W

alter Pater

）
の
議
論
を
加
味
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
傍
証
に
な
る
が
、
田
中
が
ペ
ー
タ
ー
を
薦
め
た
こ
と
で
、
ペ
ー
タ

ー
に
影
響
を
受
け
た
人
物
に
近
松
秋
江
が
い
る
（
近
松
秋
江
「
新
年
の
新
聞

雑
誌
」（「
時
事
新
報
」
一
九
一
二
年
一
月
一
〇
日
～
一
一
日
付
・
所
収
『
近

松
秋
江
全
集
』
第
一
〇
巻
、
八
木
書
店
、
一
九
九
三
年
、
一
〇
頁
）。
近
松

は
田
中
が
文
明
史
の
体
系
化
を
指
摘
し
た
翌
月
の
論
考（
一
九
〇
九
年
六
月
）

で
ペ
ー
タ
ー
が
物
事
を
流
動
的
に
み
る
こ
と
が
「
近
世
思
想
」
の
特
徴
と
し

て
捉
え
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
（
近
松
秋
江
「
ウ
ォ
ル
タ
ア
・
ペ
ー

タ
ア
氏
の
「
文
芸
復
興
」
の
序
言
と
結
論
（
印
象
批
評
の
根
拠
）」（『
近
松

秋
江
全
集
』
第
九
巻
、
八
木
書
店
、
一
九
九
二
年
、
二
六
一
頁
）。
従
っ
て
、

ペ
ー
タ
ー
の
議
論
を
田
中
が
意
識
し
て
い
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
46
）　

前
掲
「
文
芸
に
於
け
る
具
体
理
想
主
義
」
三
頁
。

（
47
）　

前
掲
「
我
国
に
於
け
る
自
然
主
義
を
論
ず
」
九
六
頁
。

（
48
）　

田
中
喜
一
「
岩
野
泡
鳴
氏
の
人
生
観
及
び
芸
術
観
を
論
ず
」（『
中
央
公

論
』
一
九
〇
九
年
九
月
、
六
九
～
七
〇
頁
）。

（
49
）　

同
右
、
三
〇
～
五
頁
。

（
50
）　

同
右
、
六
九
～
七
〇
頁
。

（
51
）　

田
中
王
堂
「
現
代
思
想
の
特
徴
」（『
新
潮
』
一
九
一
〇
年
二
月
、
二
～

九
頁
）。

（
52
）　
「
雑
録
」（『
哲
学
雑
誌
』
一
九
一
〇
年
三
月
、
一
一
五
～
一
一
六
頁
）。

（
53
）　

田
中
喜
一
「
文
明
史
上
に
於
け
る
ロ
ー
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
の
意
義
」（『
哲

学
雑
誌
』
一
九
一
〇
年
七
月
、
五
八
～
五
九
頁
）。

（
54
）　

同
右
、
六
六
～
七
〇
頁
。
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（
55
）　

田
中
は
『
吾
が
非
哲
学
』
が
出
版
さ
れ
た
一
九
一
三
年
に
、
象
徴
主
義

を
「
実
利
の
精
神
と
ロ
オ
マ
ン
ス
の
精
神
の
結
合
」
と
み
な
し
た
（
田
中
王

堂
「
新
時
代
の
人
生
観
」（『
無
名
通
信
』
一
九
一
三
年
四
月
、
七
三
頁
）。

こ
れ
は
『
吾
が
非
哲
学
』
の
「Rom

antic U
tilitarianism

」
主
張
に
つ
な

が
る
。
な
お
、
ロ
マ
ン
主
義
と
合
理
主
義
の
調
和
を
主
張
す
る
田
中
の
立
場

を
評
価
し
た
論
者
に
は
加
藤
朝
鳥
が
い
る
。
加
藤
は
「
王
堂
氏
の
功
績
は
其

嗜
欲
理
想
の
相
対
説
よ
り
も
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
と
ラ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
を
握

手
さ
せ
た
点
に
独
特
の
思
想
の
形
式
を
見
た
」
と
い
う
（
加
藤
朝
鳥
「
二
人

の
自
由
思
想
家
︱
泡
鳴
氏
と
王
堂
氏
と
︱
『
読
売
新
聞
』
一
九
一
四
年
四
月

二
九
日
付
）。
こ
の
よ
う
に
文
壇
の
一
部
か
ら
は
田
中
が
啓
蒙
主
義
と
そ
の

反
動
と
し
て
生
じ
た
ロ
マ
ン
主
義
の
調
停
を
行
っ
た
こ
と
に
価
値
が
見
出
さ

れ
た
と
言
え
よ
う
。

（
56
）　

田
中
喜
一
「
我
が
国
民
性
の
立
場
よ
り
ク
ラ
ツ
シ
シ
ズ
ム
の
意
義
を
論

ず
」（『
新
小
説
』
一
九
〇
八
年
一
〇
月
、
一
三
～
一
八
頁
）。

（
57
）　

田
中
喜
一
「
我
が
国
民
性
の
立
場
よ
り
ク
ラ
ツ
シ
シ
ズ
ム
の
意
義
を
論

ず
」（『
新
小
説
』
一
九
〇
八
年
九
月
、
二
〇
～
二
五
頁
）。

（
58
）　
「
雑
録
」（『
哲
学
雑
誌
』
一
九
〇
九
年
一
〇
月
、一
一
四
～
一
一
五
頁
）。

（
59
）　
「
国
民
性
の
意
義
と
価
値
と
を
誤
解
す
る
勿
か
れ
」（『
東
亜
之
光
』

一
九
一
〇
年
四
月
、
三
八
頁
）。

（
60
）　

前
掲
「
我
が
国
民
性
の
立
場
よ
り
ク
ラ
シ
シ
ズ
ム
の
意
義
を
論
ず
」

一
〇
月
、
九
～
一
二
頁
。

（
61
）　

田
中
は
大
戦
の
要
因
を
「
早
晩
、
近
世
文
明
に
依
つ
て
取
つ
て
代
は
ら

る
べ
き
運
命
の
中
に
在
る
中
世
文
明
の
残
火
の
纔
か
に
暫
ら
く
再
燃
し
た
」

こ
と
に
求
め
た
。
現
在
の
「
近
世
文
明
」
は
「
当
初
の
志
向
を
裏
切
つ
て
、

智
慧
の
道
具
と
な
ら
な
い
で
、
知
識
の
器
械
と
な
つ
て
」
い
る
。
つ
ま
り
、

生
活
に
お
け
る
全
体
の
方
針
に
顧
み
ず
、
生
活
の
中
で
生
じ
る
部
分
的
な
も

の
に
固
執
し
て
い
る
。
従
っ
て
、「
近
世
文
明
」
は
智
慧
と
知
識
の
調
和
が

保
た
れ
て
い
た
が
、
そ
の
分
裂
に
よ
っ
て
戦
乱
が
起
き
た
と
解
釈
し
て
い
る

（
田
中
王
堂「
将
来
の
文
明
」（『
日
本
評
論
』一
九
一
六
年
一
〇
月
、九
九
頁
）。

（
62
）　

同
右
、
九
八
頁
。

（
63
）　

田
中
王
堂
「
自
然
生
活
に
対
す
る
憧
憬
の
心
理
、倫
理
」（『
中
央
公
論
』

一
九
一
七
年
七
月
、
一
七
頁
）。

（
64
）　

ベ
ー
コ
ン
の
言
説
「
学
問
は
夫
れ
自
身
の
用
を
知
ら
ぬ
。
夫
れ
を
知
る

も
の
は
学
問
の
上
に
在
り
、
外
に
在
る
智
慧
で
あ
る
」
を
取
り
上
げ
、
ベ
ー

コ
ン
が
「
知
識
と
智
慧
と
の
起
原
と
進
化
と
の
相
関
」
に
つ
い
て
の
言
及
が

な
い
た
め
、
両
者
の
本
質
に
つ
い
て
は
何
事
も
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
。

そ
し
て
、
ベ
ー
コ
ン
の
事
業
に
対
し
て
「
古
来
、
実
際
に
社
会
に
効
果
を
顕

は
し
た
改
革
の
事
業
に
し
て
、
智
慧
を
其
れ
の
契
機
と
し
、
知
識
を
其
れ
の

運
出
と
し
な
か
つ
た
も
の
は
一
つ
も
な
い
」
と
し
、
ベ
ー
コ
ン
の
事
業
を
古

く
か
ら
の
あ
り
ふ
れ
た
も
の
と
し
た
古
代
か
ら
の
例
と
し
て
キ
リ
ス
ト
や
釈

迦
の
事
業
が
出
さ
れ
て
い
る
。「
月
並
に
陥
る
虞
」
が
あ
る
と
譲
歩
を
し
た

上
で
、
キ
リ
ス
ト
や
釈
迦
の
事
業
は
「
其
等
が
ど
ん
な
特
徴
に
依
つ
て
、
実

為
と
な
つ
て
空
想
に
止
ま
ら
な
か
つ
た
か
の
理
を
討
尋
し
て
見
る
な
ら
ば
、

其
れ
は
智
慧
で
あ
る
と
同
時
に
、
知
識
を
伴
つ
た
智
慧
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

る
こ
と
は
、
容
易
に
、
自
然
に
、
発
見
さ
れ
る
で
あ
ら
う
」。
こ
の
よ
う
に
、

田
中
は
ベ
ー
コ
ン
が
「
智
慧
と
知
識
」
を
適
切
に
運
用
し
て
い
た
が
、
そ
の

関
係
性
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
後
世
そ
の
分
離
が
起
き
た
。
こ

の
分
離
こ
そ
「
近
世
文
明
」
の
欠
陥
と
し
て
現
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
（
田
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中
王
堂
「
近
世
生
活
に
於
け
る
知
識
と
智
慧
」（『
新
日
本
』
一
九
一
七
年

一
〇
月
、
六
一
～
六
三
頁
）。

［
付
記
］
本
稿
の
本
論
は
二
〇
一
八
年
日
本
思
想
史
学
会
の
報
告
「「
近
世
文
明
」

と
田
中
王
堂
」
に
加
筆
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
報
告
で
は
一
九
二
〇
年

代
の
「
近
世
文
明
」
の
象
徴
主
義
化
に
も
言
及
し
た
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都

合
で
見
送
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
に
し

た
い
。
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〈『
学
習
院
史
学
』
第
六
〇
号
・
正
誤
表
〉

　
二
〇
二
二
年
三
月
発
行
の
第
六
〇
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
左

の
通
り
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

四
六
頁
　
下
段
二
行
目

（
誤
）　
発
見
し
て
き
た

（
正
）　
発
展
し
て
き
た

四
八
頁
　
上
段
七
行
目

（
誤
）　
儒
教
再
興
の
講
義
を
踏
ま
え
、

（
正
）　
儒
教
再
興
の
議
論
を
踏
ま
え
、

四
八
頁
　
下
段
一
九
行
目

（
誤
）　「
帰
納
的
」（
進
歩
的
の
も
の
）

（
正
）　
そ
れ
以
降
を
「
帰
納
的
」（
進
歩
的
の
も
の
）

五
二
頁
下
段
二
一
行
目

（
誤
）　
誤
用
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
後
の

（
正
）　
誤
用
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
後
の

九
〇
頁
表S914

真
偽

（
誤
）　a

（
正
）　c

九
六
頁
上
段
一
六
行
目
、
九
七
頁
下
段
二
二
行
目

（
誤
）Laoidge

（
正
）Lapidge


